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鹿児島県北部から得られたサバ科魚類グルクマ

畑　晴陵 1・本村浩之 2

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

　サバ科 Scombridae は世界で 15 属 49 種が知ら

れており（Collette and Nauen, 1983），日本近海に

は 11 属 21 種が分布する（中坊・土居内，2013）．

グルクマ属 Rastrelliger は世界で 3 種が有効種と

して認められており（Matsui, 1967; Collette and 

Nauen, 1983; Muto et al., 2015），そのうち，日本か

らはグルクマ Rastrelliger kanagurta (Cuvier, 1816)

の 1 種 の み が 知 ら れ て い る（ 中 坊・ 土 居 内，

2013）．グルクマは沖縄県においては刺し網や定

置網を用いて大量に漁獲され，頻繁に利用される

が（本永，1991；中村，1997；三浦，2012），こ

れまで鹿児島県内においては奄美大島，種子島，

屋久島，および南さつま市笠沙町からのみ報告さ

れていた（岸上，1915；市川ほか，1992；畑ほか，

2015）．

　2015 年 11 月 20 日に鹿児島県肝付町内之浦湾

から，12 月 9 日に下甑島吹切沖からそれぞれ 1

個体，また，12 月 21 日に鹿児島湾湾口部から 3

個体の計 5 個体のグルクマが採集された．これら

は鹿児島県本土太平洋岸と甑列島，および鹿児島

湾における本種の標本に基づく初めての記録であ

るため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Marr and Schaefer (1949) を改

変した Gibbs and Collette (1967) にしたがった．標

準体長は体長と表記し，計測はデジタルノギスを

用いて 0.1 mm までおこなった．グルクマの生鮮

時の体色の記載は，固定前に撮影された鹿児島県

産の 5 標本（記載標本を参照）のカラー写真に基

づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法

は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本

は， 鹿 児 島 大 学 総 合 研 究 博 物 館（KAUM: 

Kagoshima University Museum）に保管されており，

上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録

されている． 

　結果と考察

Rastrelliger kanagurta (Cuvier, 1816)

グルクマ　（Fig. 1; Table 1）

標本　5 個体（体長 252.6–267.0 mm）：KAUM–

I. 82742，体長 267.0 mm，尾叉長 280.0 mm，薩摩

川 内 市 甑 列 島 下 甑 島 下 甑 町 吹 切 沖（31°44′N, 

129°48′E；鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて購

入），2015 年 12 月 9 日，定置網，畑　晴陵・内

藤大河；KAUM–I. 82835，体長 252.6 mm，尾叉

長 270.0 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾

（31°17′29″N, 131°06′59″E）， 水 深 30–35 m，2015

年 11 月 20 日，定置網，小枝圭太・Byeol Jeong・

上城拓也；KAUM–I. 83494，体長 264.4 mm，尾

叉長 277.4 mm，KAUM–I. 83495，体長 258.8 mm，

尾 叉 長 279.4 mm，KAUM–I. 83496， 体 長 266.1 

mm，尾叉長 283.8 mm，鹿児島県指宿市開聞川尻
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川尻漁港南西方 1 km（31°10′N, 130°32′E），水深

40 m，2015 年 12 月 21 日，定置網，土田洋之．

記載　計数形質と体各部の尾叉長に対する割

合を Table 1 に示した．体は前後方向に長い長楕

円形で，やや側扁し，体高と体幅は第 1 背鰭基底

後端と第 2 背鰭起部の間で最大．鰓蓋後縁におけ

る体高は尾叉長の 21.4–22.4%．体背縁は吻端か

ら背側の小離鰭基底後端にかけて第 1 背鰭基底後

端を頂点とした弧を描く．体腹縁は下顎先端から

腹側の小離鰭基底後端にかけて，肛門直前を頂点

とした弧を描く．尾柄部において，体背縁と体腹

縁は体軸に平行．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも

僅かに後方に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭起部よ

りも僅かに前方に位置する．胸鰭後端は尖り，腹

鰭基底後端よりも後方に達するが，肛門直上には

達しない．腹鰭起部は胸鰭基底下端より僅かに後

方に位置し，腹鰭基底後端は背鰭起部よりも僅か

に前方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第

6 棘条起部直下と第 7 棘条起部直下の間に達する

が，肛門には達しない．腹部には腹鰭をたたむこ

とのできる溝がない．第 1 背鰭と第 2 背鰭はよく

離れ，第 1 背鰭起部は腹鰭基底後端より僅かに後

方に位置し，第 2 背鰭起部は臀鰭起部よりも僅か

に前方に位置する．背側の小離鰭の基底後端は腹

側の小離鰭基底後端直上に位置する．背側の小離

鰭は最後のものが最長．尾鰭は二叉型で，深く湾

入する．吻端は尖り，下顎は上顎よりも僅かに突

出する．眼と瞳孔はともに正円形．眼は厚い脂瞼

に被われ，脂瞼は中央に背腹方向に長い長楕円形

の裂孔がある．眼隔域は平坦．鼻孔は 2 対で，前

鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位

置する．前鼻孔は背腹方向に長い楕円形で，後鼻

孔は正円形．肛門は臀鰭起部前方に位置し，前後

方向に長い楕円形．側線は完全で，胸鰭基底部上

方から始まり，体背縁と並走し，尾鰭基底付近で

終わる．尾柄部に前後方向に細長い小さい隆起線

が体背縁付近と体腹縁付近に 1 本ずつ入る．体は

細かい円鱗に被われる．頭部は無鱗．口裂は大き

く，上顎後端は露出し，眼の後端より僅かに前方

に位置する．両顎には小円錐歯が 1 列にならび，

鋤骨，口蓋骨，および舌は無歯．鰓蓋と前鰓蓋骨

の後縁はともに円滑．鰓耙は細長く，鰓弁よりも

長い．各鰓耙の表面には多数の小棘が 1 列に並ぶ．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背縁は一様に緑が

かった黒色．体側上部は黄緑がかった浅葱色．体

側下部から体腹面は一様に銀白色．体側上部には

瞳孔よりも小さい濃青色斑が散在し，体側上部か

ら中央にかけて瞳孔よりも細い鶯色の縦帯が数本

Fig. 1. Fresh specimens of Rastrelliger kanagurta. A, KAUM–I. 82742, 280.0 mm fork length (FL), Shimokoshiki-shima island, Koshiki 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan; B, KAUM–I. 82835, 270.0 mm FL, Uchinoura, Kagoshima Prefecture, Japan; C, KAUM–I. 83494, 
277.4 mm FL, Ibusuki, Kagoshima Bay, Japan; D, KAUM–I. 82409, 224.6 mm fork length, Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, 
Japan.
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入る．胸鰭基底部後方に瞳孔よりも小さい黒色斑

が 2 つ入る．背鰭各棘と背鰭各棘間の鰭膜は淡い

黄緑色で，半透明．第 2 背鰭は前縁が黒みがかっ

た深緑色で，それ以外は一様に暗緑色．背側の小

離鰭は一様に暗い鶯色．胸鰭は上縁が暗緑色を呈

し，それ以外は一様に白色半透明．腹鰭，臀鰭お

よび腹側の小離鰭は一様に白色．尾鰭は一様に鶯

色で，後縁は黒色．虹彩は真鍮色で，瞳孔は暗青

色．

固定後の色彩 ― 体背面は暗い褐色となり，体

側は一様に淡い黄褐色となる．

分布　紅海を含むインド・西太平洋の熱帯・

亜熱帯域および地中海に分布する（久新ほか，

1977, 1982; Collette and Nauen, 1983; Bianchi, 1985；

望月，1995; De Bruin et al., 1995; Sommer et al., 1996; 

Carpenter et al., 1997; Collette, 2001；Kimura et al., 

2003; Randall et al., 2004; Randall, 2005; Kimura, 

2009, 2011, 2013；中坊・土居内，2013；畑ほか，

2015; Muto et al., 2015；本研究）．日本国内ではこ

れまで琉球列島（岸上，1915；吉野ほか，1975；

中 村，1997; Senou et al., 2006； 中 坊・ 土 居 内，

2013；畑ほか，2015；本研究），種子島（畑ほか，

2015； 本 研 究 ）， 屋 久 島（ 市 川 ほ か，1992; 

Motomura et al., 2010），鹿児島県薩摩半島西岸（畑

ほか，2015；本研究），愛媛県愛南町（高木ほか，

2010），および高知県土佐清水市以布利（鳥居，

2001）から報告されていたが，本研究により，新

たに鹿児島湾，大隅半島東岸（内之浦湾），およ

び甑列島（下甑島）における分布が確認された．

備考　記載標本は，体が細かい円鱗に被われ

ること，腹部に腹鰭を収めることのできる溝がな

いこと，第 1 背鰭と第 2 背鰭が互いに大きく離れ

ること，尾柄部に小さい 2 本の隆起線があること，

背鰭後方と臀鰭後方の小離鰭数がそれぞれ 5 であ

ること，眼が脂瞼で被われること，鰓耙が鰓弁よ

りも長いこと，口蓋骨と鋤骨に歯がないことなど

が Matsui (1967) や久新ほか（1982），Collette and 

Nauen (1983) の定義した Rastrelliger 属の標徴と一

致した．さらに第 1 鰓弓下枝鰓耙数が 38–43 であ

ること，鰓蓋後縁における体高が尾叉長の 21.4–

22.4% であることなどの特徴が Collette and Nauen 

(1983) や Collette (2001), Muto et al.（2015） が 報

告した R. kanagurta の標徴とよく一致したため，

本種と同定された．また，これらの標本の計数お

よび計測値は，本研究で比較を行った標本の値の

範囲内におおむね当てはまり，よく一致する

（Table 1）．

Rastrelliger kanagurta は第 1 鰓弓下枝鰓耙数が

30–48 であること，尾叉長が鰓蓋後縁における体

高の 4.3–5.2 倍であることなどで同属他種から識

別される（Collette and Nauen, 1983; Matsui, 1967; 

Collette, 2001; Muto et al., 2015）．

Rastrelliger kanagurta は岸上（1915）によって

奄美大島近海から得られた全長約 30 cm の 1 個体

に基づき R. chrysozonus として報告されて以降，

西表島（中村，1997），沖縄島（蒲原，1965；本永，

1991；三浦，2012），伊江島（Senou et al., 2006）

な ど の 琉 球 列 島 各 地 か ら 報 告 さ れ て き た

（Kishinouye, 1923；吉野ほか，1975；新垣・吉野，

1984； 益 田・ ア レ ン，1987； 中 坊・ 土 居 内，

2013；畑ほか，2015）．本種は鹿児島県内において，

前述のとおり奄美大島（岸上，1915；畑ほか，

2015），屋久島（市川ほか，1992; Motomura et al., 

2010），種子島（畑ほか，2015），および薩摩半島

西岸南さつま市沖（畑ほか，2015）から記録があ

る．したがって，下甑島，内之浦湾，および指宿

市から得られた記載標本はそれぞれ本種の甑列

島，鹿児島県大隅半島東岸，および鹿児島湾から

の標本に基づく初めての記録となる．

高木ほか（2010）は愛媛県南宇和郡愛南町沖

から得られた本種を報告したが，その標本は残さ

れていない．また，鳥居（2001）は高知県土佐清

水市以布利から得られたグルクマ 2 個体（FAKU 

69038， 体 長 23.1 cm，FAKU 71688， 体 長 29.6 

cm）を報告しており，これが本種の標本に基づ

く分布の北限であると考えられる．

なお，標本としては残っていないものの，下

甑島産の標本は約 10 個体ほどのグルクマと同時

に漁獲されており，群れで出現したものと考えら

れる．さらに，2015 年には従来，本種の出現が

極めて稀であると考えられていた種子島や薩摩半

島西岸（畑ほか，2015）からも本種が散発的に漁
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獲されており（Fig. 1D；比較標本の項を参照），

鹿児島県北部に多数のグルクマが頻繁に現れてい

ることがうかがわれる．

比較標本　グルクマ Rastrelliger kanagurta（16

個体，尾叉長 118.0–330.0 mm）：畑ほか（2015）

に示した 12 個体（鹿児島県南さつま市，種子島，

奄美大島，タイ，およびマレーシア産）のほか，

以下の 6 個体を用いた．KAUM–I. 77801，体長

167.5 mm，尾叉長 177.6 mm，鹿児島県南さつま

市 笠 沙 町 片 浦 崎 ノ 山 東 側（31°25′44 N, 

130°11′49″E）， 水 深 27 m，2015 年 8 月 5 日， 伊

東正英；KAUM–I. 82409，体長 209.1 mm，尾叉

長 224.6 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町松島北

東 沖（31°25′06″N, 130°12′32″E）， 水 深 20 m， 定

置 網，2015 年 9 月 1 日， 伊 東 正 英；KAUM–I. 

82654，体長 261.6 mm，尾叉長 278.7 mm，鹿児

島 県 熊 毛 郡 中 種 子 町 熊 野 沖（30°28′13″N, 

130°58′32″E），定置網，2015 年 11 月 6 日，高山

真由美；KAUM–I. 82704，体長 232.9 mm，尾叉

長 246.9 mm，鹿児島県南さつま市加世田小湊小

湊 漁 港（31°25′21″N, 130°15′13″E）， 釣 り，2015

年 10 月 4 日，福島勝則；KAUM–I. 83959，体長

289.0 mm，尾叉長 308.0 mm，鹿児島県熊毛郡中

種子町熊野沖（30°28′13″N, 130°58′32″E），定置網，

2016 年 2 月 27 日， 高 山 真 由 美；KAUM–I. 

200039，体長 248.3 mm，尾叉長 265.0 mm，鹿児

島県枕崎市沖，2015 年 10 月 16 日，釣り，岩坪

洸樹・永江　隆．
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